
様式第５号 

令和４年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用） 
 

学校番号 ５７ 学 校 名 県立掛川西高等学校 記 載 者 教頭 宮澤 和美 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

ア 

授業を中心に

据えた主体的

な学びと高い

学力の育成 

Ａ 授業アンケート２回の実施

と「授業がよくわかる」生徒 60％

以上、「授業で力がついた実感が

とてもある」生徒 40％以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 大学入学共通テストの全教

科・科目の校内平均点が全国平

均点の 1割増し以上になる 

Ｃ 測定ツールをとおして把握

した分析結果・共有内容に基づ

き指導改善に取り組んだ教員

80％以上 

 

 

 

 

 

Ｄ １・２年生は、平日午後９

時までに家庭学習を開始し２時

間以上、休日４時間以上の学習。

部活動引退後の３年生は、平日

４時間以上、休日８時間以上の

学習 

 

 

Ｅ 部活動終了時間の遵守と帰

宅指導の徹底 

 

 

Ｂ Ｂ 

・授業アンケートからも、アクティ

ブラーニング型の授業を積極的に

取り入れながら、生徒の主体性を引

き出している。生徒たちの授業への

満足度もよく、充実した授業が実施

されていることが窺え、大変評価で

きる。教師や保護者の意識もそうだ

が一番は授業を受けている生徒の

意識であると感じる。引き続き授業

を中心に主体的な学びと高い学力

育成に尽力願う。 

・４つの重点目標（ＡＢＤＥ）にお

いて、Ｂ以外はほぼ目標値を達成し

ている。授業アンケートを繰り返

し、授業改善に努めていると考えら

れる。 

・充実した授業内容が大学入学共通

テストの全国平均点１割増の科目

数増加にも繋がっており、生徒の学

習時間がある程度確保されている

こと、授業においてＩＣＴ機器を活

用している割合は実質的に 100％に

近いこと等、確実に学力の向上に繋

がっていることが窺え、教員・生徒

ともに多忙な中で充分評価できる

ものである。 

・非常に良い環境で学べているとの

印象がある。デジタルの導入に伴う

教材の改善が進めば、今後、学習の

効率化も図られると思われる。例え

ば、１時間分の学習に相当する内容

が 40分でできるかもしれない。「平

日２時間」「休日４時間」など学習

時間を指標とする目標は柔軟に見

直して欲しい。 

・部活動と家庭での学習時間のメリ

ハリをつけ、下校時間を徹底するな

ど、今年度の取組が更に定着するこ

とを期待している。 
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Ｆ 計画的に本格的ＡＬ型授業

を実施した教員 90％以上 

・全学年の令和３年度アンケート結

果と比較すると、ＩＣＴに関する項

目の肯定率は上昇がみられるが、

「自分の意見等を発言しやすい」の

項目では、「そう思う」の回答は 50％

程度にとどまり、否定率は 10％を超

えている。ＡＬ型授業を効果的にす

るためにも授業場面、ＨＲの雰囲気

づくりに一層の配慮を心掛けたい。 

・今年から１年生がｉＰａｄを用意

するなど環境整備が進んでいるた

め、できるだけ授業で活用して欲し

い。 

イ 

高いこころざ

しを育む計画

的・体系的な

進路指導の推

進 

Ａ １年終了時の国立大学希望

９割程度 

 

Ｂ ２年志望理由書の作成をと

おして９割以上の生徒が進路目

標を明確化 

 

Ｃ 大学入学共通テスト５・６

教科７科目型の受験割合 80％以

上 

 

 

 

Ｄ 教務、研修、進路課が連携

してＣＴ、ＬＨＲ等を改善し、

進路とＣＴ、ＬＨＲのつながり

を持たせる 

Ａ Ａ 

・管理職面談の実施や担任の先生方

によるきめ細かな進路指導の成果

が出ていると思われる。生徒や保護

者にとって心理面においても安心

できる学校環境が整備されている

と感じる。引き続き、生徒と目指す

学校像を共有し取組を深化させて

欲しい。 

・高い進学率を誇っていると思う。

これは進路担当の先生をはじめ諸

先生方の進路に向けての徹底した

指導の成果であると思う。引き続き

指導をお願いしたい。 

・生徒の発達段階に応じて幅広い資

質・能力の向上を求める視点から、

多くの教科科目を学ばせることは

重要と考える。ＣＴ、ＬＨＲ等の学

校教育活動全般において生徒の将

来を見据えたキャリア教育の推進

や、今後も体系的・継続的にブラッ

シュアップしていくことを期待し

ている。 

・ミニ大学や社会人講話のように、

大学受験だけではなく、その後のこ

とを考えられる機会を作って欲し

い。 

・引き続きグローバルに活躍する人

材輩出に注力して欲しい。 

ウ 

「有徳の人」

づくりを意識

した、思いや

りと自主自立

の精神の育成 

Ａ 部活動ボランティア活動参

加率 100％ 

 

 

 

 

Ａ Ａ 

・部活動ボランティアの活動の参加

率 100％は大変素晴らしいことであ

る。今後は今以上に自ら率先してボ

ランティア活動に参加できる生徒

の育成に努めていただきたい。 

・地域社会は生徒の力を頼りにして
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Ｂ コロナ禍での開催方法等を

工夫し、充実した文化祭を実施

する 

 

Ｃ 探究発表会で 50％のグルー

プが提案の検証結果まで報告す

る 

 

 

 

 

Ｄ 学校内外で生徒自ら挨拶が

できるよう部活動やクラス等で

促す 

 

 

 

Ｅ １年全生徒にスマホに関す

る調査・分析・講座を実施する 

 

Ｆ 家庭学習の妨げになるよう

なスマホの使用をしていないと

答える生徒 70％以上 

 

Ｇ エンパワーメントプログラ

ム受講希望者 30人以上 

いると思う。環境美化活動に偏るこ

となく、能動的にボランティア活動

のメニューを拡充して欲しい。 

・文武両道を進めており、生徒の人

間性向上に寄与している。 

・重点目標の基準をほぼ達成し、他

の成果目標も達成している。探究活

動の発表会では、２年生のみならず

1 年生においても積極的な発表活動

の姿を見ることができた。 

・探究学習において、プロトタイプ

作成やアクションに繋がったグル

ープが半分以上であり、学校全体で

探究学習に主体的に取り組む機運

がより一層高まってきたことを感

じる。 

・校内での挨拶がかなり積極的であ

ること、ＣＴにおいて社会との繋が

りを積極的に作っていること等、高

く評価できる。 

・コロナに対する考え方も変わって

くるため、様々な経験ができる機会

を作るようにして欲しい。 

・スマホの安心・安全な使い方につ

いては、動画閲覧時間やゲーム時間

等も含めて、スマホ・ゲーム依存に

ならないよう自律したスマホとの

付き合い方を生徒に伝えていく必

要性を感じる。成果目標を 80％に上

げて指導していただいてもよいか

と思う。 

エ 

豊かな感性を

養い、健やか

な心身を鍛え

る 

Ａ 地域の要請に応え、イベン

ト参加や地域団体との連携を行

う 

 

Ｂ 「冀北講演会」65％、「芸術

鑑賞会」80％以上の生徒満足度 

 

 

 

 

Ｃ 年間貸出冊数の平均を昨年

度よりも高める 

 

 

 

 

 

Ｂ Ｂ 

・掛川市の自慢の学校というイメー

ジがある掛川西高校なので、地域社

会への貢献度はもう少し上げてい

きたい。 

・「講演会 65％、芸術鑑賞会 80％以

上の生徒満足度」と目標設定した根

拠が気になる。 

・個人ではなかなか触れることがで

きない芸術等の鑑賞の機会は引き

続きお願いしたい。 

・コロナ禍における行事の運営には

苦労があったと考える。Ｃの成果目

標に関する生徒のアンケート結果

の経年変化を見ると、低位に推移し

ている。来年度は重点目標にするこ

とも視野に入れ、結果分析すること

を推奨する。 
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Ⅾ ＳＨＲや学年集会等の機会

に人権意識を育む働きかけを行

う 

・中学校もそうだが、読書活動の充

実を引き続き進めていきたい。 

・新型コロナウイルス感染症対策を

取りながら、問題なく各種事業を実

施できたことが評価される。昨今、

多様性が重要視されてきているた

め、様々な視点で人権教育の機会を

設けて欲しい。 

オ 

４つの資質・

能力を育成す

るためのカリ

キュラムマネ

ジメントの実

施 

Ａ 職員研修会５回（情報セキ

ュリティ、ＢＹＯＤ、探究、カ

リマネ、防災） 

 

Ｂ 年間２回の生徒、教師対象

アンケートを実施し、資質・能

力育成の検証を行う体制を確立

する Ａ Ａ 

・達成状況を見ると成果が出ている

ことが読み取れる。Ａについては、

来年度の結果如何では重点目標か

ら外してもよいと思う。 

・研修課を中心に非常に充実した研

修が実施されていることが窺え、評

価できる。ＩＣＴの活用も引き続き

研修し、今後の授業に生かしてもら

いたい。 

・特に情報セキュリティなど新興の

分野で研修に努めて欲しい。 

・今後さらに情報セキュリティの知

識が重要になる。継続した教育をお

願いしたい。 

 

カ 

安心安全な学

校生活のため

の保健指導、

安全指導の徹

底 

Ａ 教育活動をとおして新型コ

ロナウイルスに感染する本校生

徒・職員を０に近づける 

 

Ｂ 「薬学講座」「健康教育講座」

において、しっかり理解した生

徒 90％以上 

 

Ｃ 職員間で情報を共有し、問

題の早期発見と早期対応をする 

 

Ｄ 地域防災訓練への１・２年

生参加率 80％以上 

 

Ｅ 生徒による交通安全の呼び

かけを学期に１回以上行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ Ｂ 

・感染症拡大を最小限に食い止めて

くれていると思う。コロナ感染症が

５類相当になっても引き続きコロ

ナやインフルエンザ等の感染症対

策は重点目標として対応が必要で

ある。 

・地域防災訓練への参加意識をもう

少し高めたい。毎年何らかの災害が

各地域で起きているのが現状であ

る。中高生が各地域の力となって災

害時に活動できる体制は今後必要

であると感じる。まずは「防災知識」

「災害時の対応」等の意識向上が必

要である。 

・地域防災訓練への参加の「１・２

年生参加率 80％以上」は実現可能性

が低い。設定した目標自体にやや無

理があるように思う。目標を決める

前段階で、意義や狙いを明確にした

上で、高いモチベーションで臨める

目標を定めるべきだったと考える。 

・地域防災訓練の参加については、

コロナ禍で様々な制約があったこ

とは推測できるが、参加率が極端に
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Ｆ 家庭学習の妨げになるよう

なスマホの使用をしていないと

答える生徒 70％以上（再掲） 

低いことが気になった。次年度以

降、コロナ対策が緩和される中、地

域の防災に関心をもち、積極的に防

災訓練に参加する生徒が増えるこ

とを期待している。 

・アンケート結果より、生徒・保護

者とも、高い評価ではあるものの、

安全な施設設備及び交通安全指導

の項目について、令和２年度以降低

下傾向にあるため、分析と対応が必

要と思われる。また、地域防災訓練

への参加は、自身の身を守ることに

繋がるだけでなく、地域と顔の見え

る関係構築のためにも参加率の向

上が求められる。 

・登下校中における被災時の危険箇

所避難場所等の把握は重要である。 

・ＳＮＳ等の情報発信に関する指導

をお願いしたい。 

キ 

学校の実践と

成果を積極的

に発信 

Ａ 部署ごとに定めたＨＰ担当

を中心に更新し、昨年度以上の

記事更新数を目指す 

 

Ｂ 高校入試志願倍率 1.1 倍以

上 

 

Ｃ 掛西ラボ参加者 40人以上 

Ｂ Ａ 

・重点目標の基準は達成している。

地域の伝統校として、学校の実践成

果を積極的に地域に発信すること

は生徒や保護者のみならず地域社

会全体に活力を与える。ＨＰの更新

やその他の発信手段を活用するこ

とに期待する。 

・全国的にも掛川西高校の取組は、

ＩＣＴの活用・探究の推進・部活動

の地域連携等、大変注目されている

と感じる。今後も継続的に学校の魅

力を発信していく体制を構築して

いくことを期待したい。 

・地域の自慢の学校であるという意

識の元、ＩＣＴを活用してどのよう

な教育をしているか、様々な活動の

様子や生徒の様子等、外へ発信した

らよいと思う。保護者や地域の皆さ

んも楽しみにしている。 

ク 

教員の資質能

力の向上を図

る研究・研修

の推進 

Ａ 自己有用感に関するアンケ

ートによくあてはまると答える

生徒の割合 40％以上 

 

Ｂ 各教員の他教員授業参観年

間３回以上 

 

 

 

Ａ Ａ 

・アンケート結果に見る教員の肯定

的な声掛けの肯定率が漸減しては

いるが、Ａ・Ｄの重点目標の基準は

達成できている。 

・全職員による生徒たちへの声かけ

の割合が 82.5％は大変素晴らしい。

常に生徒が教職員から見守られて

いるという安心感があり学校へ行

くのが楽しみに感じられるのでは
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Ｃ 年５回の職員研修実施(再

掲) 

 

 

Ｄ 職員の不祥事や重大ミスを

０にする 

 

ないか。教員以外の全職員からの声

かけは生徒の励みになると思う。 

・生徒の自己有用感が高いことか

ら、様々な取組により、これまでの

掛川西の教育が確実に成果に繋が

っていることが窺える。 

・職員研修では他校の教員と積極的

に意見交換を行うなど新しい知識

を入手することにも努めてもらい

たい。 

・職員室における風通しのよい環境

が、職員の不祥事・重大ミス０にも

繋がっていると感じる。市外で教職

員の不祥事が相次ぎ、風当たりが厳

しくなっていると推察する。不祥事

０を維持して欲しい。 

ケ 

情報処理シス

テム活用と情

報管理 

Ａ 個人情報漏洩等の情報事故

０ 

 

Ｂ ＩＣＴ活用が「できる」「や

やできる」と答える教員 90％以

上 

 

Ｃ 情報セキュリティ研修の実

施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 複数回のＢＹＯＤ研修 

Ａ Ａ 

・引き続き個人情報漏洩等の情報事

故０へ、危機管理意識を相互に形成

することを期待する。 

・ＩＣＴ活用で様々なことが大変便

利になったが、情報の管理が大変で

あると感じる。不祥事に繋がらない

よう引き続き意識を高めていきた

い。 

・掛川西高校は、ＩＣＴ活用におけ

る静岡県の先駆的な存在であり、今

度も県内のロールモデルとなるよ

うな取組が継続していくことを期

待する。 

・ＩＣＴ機器を導入した授業が展開

されていることから、ＣＴの発表等

においても生徒がスムーズに機器

の活用ができていた。 

・ＩＣＴ機器を使うということでは

なく、普段から当たり前に使うよう

な環境づくりに努めてもらいたい。 

・重点目標のＤについては研修体制

が確保されているならば重点目標

からの変更もよいと考える。 

コ 

学習環境の整

備と円滑な事

務業務の執行 

Ａ 大規模災害時マニュアルの

更新を行い、防災訓練で職員・

生徒に周知を図る 

 

 

Ｂ 校内施設・設備の安全を図

っている教職員 90％以上 

 

Ｂ Ｂ 

・大規模災害時マニュアルの更新を

し、校内施設・設備の安全に配慮し

ていることが窺えるが、生徒・保護

者の学校施設・設備に関するアンケ

ートの肯定率回答状況は年々漸減

している。その理由を把握したいも

のである。 

・有事の際には、膨大なマニュアル
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Ｃ 効果的な予算請求をしてい

る教職員 90％以上 

を参照することは困難であること

から、縮小版の活用は今後も有効だ

と思われる。 

・いつどのような災害が起こるかわ

からない昨今、今以上に「防災」に

対する知識と関心を生徒たちに持

たせることが大事である。訓練を通

じて意識付けをお願いしたい。 

・防災や節電等、状況が変わる中、

教育で取り入れ、より理解を深める

ようにして欲しい。 

・ＢＣＰ（事業継続計画）は継続的

な改善が必要であり、定期的な見直

しを図って周知する取組を続けて

欲しい。 

・光熱費が急騰する中、苦心しなが

ら予算を執行していたことが窺え

た。 

今後も職員室と事務室が連携し、円

滑な事務業務が行われることを期

待している。 

サ 

教職員のワー

クライフ・バ

ランス 

Ａ 教職員は、遅くとも平日 20

時までには帰宅する 

 

Ｂ 定時退勤日の定時退勤率

80％ 

 

Ｃ 公式大会等がない限り、週

当たり平日１日以上、土・日 1

日以上の部活動休養日を遵守す

る 

 

 

 

 

Ｄ 行政職員の専門性を活か

し、学校教育活動に積極的に関

わるような新たな業務にチャレ

ンジする 

Ｂ Ｂ 

・教職員の雰囲気が大変良いという

ことで安心した。職員の様子はすぐ

に生徒たちに反映される。教職員と

生徒が１つになって引き続き教育

活動を実践してもらいたい。 

・この項目に関する教職員や生徒の

アンケートの肯定率回答状況は

年々漸減している。自己評価の成果

と課題にも記述してあるように、教

職員のワークライフ・バランスにつ

いては今度も継続的に改善を図っ

ていく必要性を感じる。 

・適材適所により効率的・効果的に

取り組んで欲しい。 

・教員の方々の多忙さが浮き彫りと

なる結果となっている。ＷＬＢの推

進には、業務の改善は必要不可欠と

考える。教職員でなければできない

業務とそうでない業務の整理や、デ

ジタル技術の活用等により、更なる

業務の改善が必要と思われる。 

・意識的な定時退勤を心掛けて欲し

い。同時に、今後は市内で中学校の

部活動地域移行の議論が本格化す

るため、地域とのかかわりに関心を

持って欲しい。 

・先生方が無理をしたり、体調を崩
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したりすることなく、持続可能な学

校運営体制を構築していくことを

期待したい。 

 


